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『湧水町小学校水泳記録会』
　　　新記録を目指し，
　　　　  水しぶきをあげて力泳する児童
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平成29年 第２回定例会

　第２回定例会は６月７日に開会され，６月３０日までの２４日間の会期で開催されました。
　今定例会では，報告１件，農業委員会委員の任命に伴う同意１５件，町立竹中池公園プー
ルの設置に関する条例の制定，補正予算４件などの議案と追加で財産の取得及び湧水町長等
の給与の特例に関する条例の制定についての議案が提案され，それぞれ原案可決しておりま
す。また，陳情１件が採択され，それに伴う意見書を可決しております。
　一般質問では，議員９名が１８項目について質問しました。

一般会計補正予算（第３号）
１億４９７万９千円可決

総額６７億５８５６万９千円に

　農用地の賃貸借を通じて農
地の集積と集約化を支援する
ための補助金

875万円
　ふるさと納税制度による寄
付金の増加に伴う，ふるさと
応援基金への積立金
　町に寄付された寄付金等は，
湧水町ふるさと応援寄付条例
に基づき，この基金に積み立
てられ，未来を担う子供たち
の健やかな育成に関する事業
や高齢者が安心して暮らせる
まちづくりに関する事業など，
規則で定める 5 つのふるさと
づくり事業の財源に充当され
ます。

247万円 　平成 17 年 3 月に開設され
た現在のホームページを，本
町の情報発信のため，分かり
易く，満足できるホームペー
ジにリニューアルするための
委託料

農地中間管理事業
補助金

ふるさと応援基金
積立金

ホームページ
リニューアル委託料
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長谷地区，西下場地区への空
調機及びテントを整備するた
めの補助金

町内等の観光地のＰＲと造形
作品の展示イベント等を組み
合わせたアートな旅推進事業
の補助金

290万円

360万円

東中下場地区青少年自立自興
館倉庫整備及び幸田コミュニ
ティセンター体育館の外部鉄
骨改修工事費

１１月に開催される湧水町高
原フェスタへの運営補助金

717万円

351万円

橋梁補修を含む町道等の維持
管理に伴う工事費

９月に宮城県で開催される全
国和牛能力共進会に係る出品
報償費等

7132万円

238万円

コミュニティ助成
事業補助金

アートな旅推進事業
補助金

地区公民館施設
整備工事費

湧水イベント補助金

町道等整備工事費

全国和牛能力共進会
関連費

　湧水町長等の給与の特例に関する条例を本定例会に追加提案され，全会一致で可決しました。
内容については，昨今の経済情勢や財政状況に対応するため，町長の給与を２０％，副町長の給
与を１０％，教育長の給与を５％，それぞれの任期中，減額するものです。この結果，町長の任
期中（制定以降 3 年 9 か月間）における，町長，副町長，教育長の給与は，総額で 1400 万円程
度減額される試算となります。減額分の使途については，今後の財政状況を踏まえた中で，将来
にわたる持続可能なまちづくりのため，若者の定住促進及び子育て世代の支援に活用されます。

町長・副町長・教育長の給与の減額条例を可決
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こんなことが決まりました
議　　　　　　　　案 提　　案　　理　　由　　等 結　果

第
３
回　

臨
時
会

同 意 第 ２ 号 固定資産評価審査委員会委
員の選任について

固定資産評価審査委員会の委員の任期満了に伴い，引き続き，
湧水町幸田　柿川邦宏氏を地方税法の規定により，議会の同
意を求め選任しようとするもの。

同意

同 意 第 ３ 号 固定資産評価審査委員会委
員の選任について

固定資産評価審査委員会の委員の任期満了に伴い，引き続き，
湧水町幸田　松本貢氏を地方税法の規定により，議会の同意
を求め選任しようとするもの。

同意

同 意 第 ４ 号 固定資産評価審査委員会委
員の選任について

固定資産評価審査委員会の委員の任期満了に伴い，引き続き，
湧水町川添　福島勝男氏を地方税法の規定により，議会の同
意を求め選任しようとするもの。

同意

第
４
回　

臨
時
会

同 意 第 ５ 号 教育長の任命について
教育委員会の委員の任期満了に伴い，引き続き，湧水町川西　
吉留孝信氏を地方教育行政の組織及び運営に関する法律の規
定により，議会の同意を求め任命しようとするもの。

同意

同 意 第 ６ 号 教育委員会委員の任命につ
いて

教育委員会の委員の任期満了に伴い，引き続き，湧水町木場　
中間庭範男氏を地方教育行政の組織及び運営に関する法律の
規定により，議会の同意を求め任命しようとするもの。

同意

同 意 第 ７ 号 監査委員の選任について
監査委員の任期満了に伴い，新たに，湧水町北方　田中修一氏
を地方自治法の規定により，議会の同意を求め選任しようと
するもの。

同意

議 案
第 １ ９ 号

交通事故に係る和解の成立
及び損害賠償の額を定める
ことについて

公用車による交通事故に関し，和解を成立させ，損害を賠償す
るため，議会の議決を求めるもの。

原案
可決

議 案
第 ２ ０ 号

平成２９年度湧水町一般会
計補正予算（第１号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ22,749千円を追加
し，歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ6,653,590千円
とするもの。

原案
可決

議 案
第 ２ １ 号

平成２９年度湧水町後期高
齢者医療事業特別会計補正
予算（第１号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ182千円を追加し，
歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ143,754千円とする
もの。

原案
可決

第
２
回　

定
例
会

報 告 第 １ 号
平成２８年度湧水町一般会
計予算繰越明許費繰越計算
書について

平成28年度湧水町一般会計予算を平成29年度に繰り越した
ので，地方自治法施行令第146条第2項の規定により，報告す
るもの。

（繰越した事業…11事業　繰越額3億7224万7千円）

―

同 意 第 ８ 号

～

同 意 第22号

農業委員会委員の任命につ
いて

農業委員会の委員の任期満了に伴い，下の者を農業委員会等
に関する法律の規定により，議会の同意を求め，任命しようと
するもの。
久美田親見氏（上場地区），福島昌信氏（北方地区），重村耕一郎
氏（幸田地区），桑原佐年氏（川添地区），石神慶正氏（停車場地
区），綾織まち子氏（長谷地区），栫重明氏（長谷地区），神掛ちず
子氏（老竹地区），神田好和氏（老竹地区），前田格男氏（鶴丸地
区），永野マリ子氏（川添地区），田島孝二氏（停車場地区），中尾
隆氏（上川西地区），米満幸美氏（中津川地区），二渡彰吾氏（轟
地区）以上１５名

同意

議 案
第 ２ ２ 号

湧水町竹中池公園プールの
設置及び管理に関する条例
の制定について

竹中池公園プールの来場者の増加と施設の効率的な運用を図
りたいため，本条例を制定しようとするもの。

原案
可決

議 案
第 ２ ３ 号

湧水町職員の勤務時間，休
暇等に関する条例及び湧水
町職員の育児休業等に関す
る条例の一部を改正する条
例の制定について

人事院規則の一部が改正され，養子縁組に関する条項，育児支
援等の条項が改正されたことに伴い，本町職員においても，こ
れに準じて所要の改正をしようとするもの。

原案
可決

議 案
第 ２ ４ 号

湧水町立幼稚園保育料徴収
条例の一部を改正する条例
の制定について

子ども・子育て支援法施行令の一部を改正する政令の施行に
伴い，幼稚園保育料等に関する条項を改正したいため，所要の
改正をしようとするもの。

原案
可決
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議　　　　　　　　案 提　　案　　理　　由　　等 結　果

第
２
回　

定
例
会

議 案
第 ２ ５ 号

湧水町過疎地域産業開発促
進条例の一部を改正する条
例の制定について

過疎地域自立促進特別措置法の一部を改正する法律の施行に
伴い，所要の改正をしようとするもの。

原案
可決

議 案
第 ２ ６ 号

平成２９年度湧水町一般会
計補正予算（第２号） 平成29年度一般会計予算の繰越明許費（1事業）の計上 原案

可決

議 案
第 ２ ７ 号

平成２９年度湧水町一般会
計補正予算（第３号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ104,979千円を追加
し，歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ6,758,569千円
とするもの。Ｐ2,3参照

原案
可決

議 案
第 ２ ８ 号

平成２９年度湧水町国民健
康保険事業特別会計補正予
算（第１号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ1,096千円を追加
し，歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ1,757,734千円
とするもの。

原案
可決

議 案
第 ２ ９ 号

平成２９年度湧水町介護保
険事業特別会計補正予算

（第１号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ401千円を追加し，
歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ1,408,375千円とす
るもの。

原案
可決

議 案
第 ３ ０ 号 財産の取得について

公用車導入事業により，公用車4ｔローダンプ1台を取得した
いため，地方自治法及び湧水町議会の議決に付すべき契約及
び財産の取得又は処分に関する条例の規定に基づき，議会の
議決を求めるもの。

原案
可決

議 案
第 ３ １ 号

湧水町長等の給与の特例に
関する条例の制定について

昨今の厳しい経済情勢や財政状況に対応するため，町長等の
給与の特例に関し，本条例を制定しようとするもの。
Ｐ3参照

原案
可決

陳 情 第 １ 号

教職員定数改善と義務教育
費国庫負担制度２分の１復
元，複式学級解消をはかる
ための，2018年度政府予算
に係る意見書採択の要請に
ついて

Ｐ15参照 採択

発 議 第 １ 号

教職員定数改善と義務教育
費国庫負担制度２分の１復
元，複式学級解消をはかる
ための，2018年度政府予算
に係る意見書について

Ｐ15参照 原案
可決

特別委員会を設置
湧水町議会委員会条例第５条の規定により以下の特別委員会を設置しました。
◎湧水町災害対策調査特別委員会
本町の災害対策に係わる調査・研究を行うために，１１名（議長を除く）による委員会を設置
委員長　亀澤　　中　　副委員長　小川　　忍

◎湧水町議会広報編集特別委員会
議会広報の諸課題についての調査・研究するため，７名の委員構成による委員会を設置
委員長　植林　伸洋　　副委員長　成政　　晃
委　員　宗　　照夫　　委　　員　小川　　忍　　委　員　山元　　明
委　員　中村　和博　　委　　員　仮屋　良二

◎湧水町地方創生・議会活性化等調査特別委員会
地方創生総合戦略，議会活性化，吉松駅周辺まちづくり等に係わる調査・研究を行うために，
１１名（議長を除く）による委員会を設置
委員長　吉永　義和　　副委員長　中村　和博
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一 般 質 問

町 政 を 問 う !

園
児
数
の
少

な
い
中
で
の
教

育
効
果
と
今
後

の
管
理
運
営
の
在
り
方
に

つ
い
て
伺
う
。園

児
は
、
集

団
生
活
の
中
で

い
ろ
い
ろ
な
遊

び
を
通
し
て
成
長
し
て
い

き
ま
す
。
本
年
度
は
、
両

園
と
も
に
少
な
い
園
児
数

に
な
っ
た
た
め
、
合
同
で

行
う
交
流
活
動
を
取
り
入

れ
、
集
団
活
動
の
場
を
確

保
し
て
い
る
と
聞
い
て
い

ま
す
。
今
後
の
管
理
運
営

の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、

町
立
幼
稚
園
を
１
園
は
、

存
続
し
て
い
く
方
向
で
検

討
を
進
め
る
考
え
で
あ
り

ま
す
。

今
後
の
幼
稚

園
運
営
に
関
す

る
協
議
に
つ
い

て
の
教
育
委
員
会
で
の
経

過
を
伺
う
。

園
児
が
10
名

を
下
回
っ
た
場

合
休
園
等
で
検

討
し
て
い
く
と
い
う
、
過

去
の
経
緯
を
踏
ま
え
検
討

会
を
開
催
し
、
29
年
度
は

２
園
体
制
で
臨
み
ま
す
。

今
後
は
町
長
部
局
と
の
協

議
を
経
な
が
ら
平
成
30
年

度
以
降
は
１
園
体
制
の
方

向
で
検
討
し
て
い
く
考
え

で
あ
り
ま
す
。財

政
的
な
効

果
と
立
派
な
教

育
効
果
出
る
よ

う
に
幼
稚
園
を
統
合
す
る

考
え
は
な
い
か
伺
う
。

幼
児
期
の
教

育
は
、
生
涯
に

わ
た
る
人
格
形

成
の
基
礎
を
培
う
重
要
な

も
の
で
あ
り
ま
す
。
良
い

環
境
の
下
で
、
教
育
効
果

が
で
る
よ
う
、
１
園
体
制

へ
の
移
行
を
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
長
の
意
向

に
沿
っ
て
、
両

幼
稚
園
や
関
係

者
と
連
携
し
な
が
ら
、
検

討
を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

合
併
か
ら
12

年
が
経
過
し
、

約
二
千
五
百

人
の
人
口
減
と
な
り
、
こ

の
ま
ま
進
む
と
、
年
金
や

医
療
、
介
護
な
ど
の
支
え

手
は
確
実
に
不
足
す
る
。

そ
こ
で
、
人
口
増
と
定
住

促
進
を
最
重
要
課
題
と
位

置
づ
け
、
サ
バ
イ
バ
ル
競

争
意
識
を
も
っ
て
所
管
を

超
え
て
の
様
々
な
施
策
を

打
ち
出
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
の
結
成
す
る
考
え

は
な
い
か
伺
う
。

現
在
、
庁
舎

内
に
お
い
て
、

課
を
越
え
た
福

祉
三
課
が
連
携
し
、
子
育
て

支
援
、
高
齢
者
福
祉
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

状
況
に
応
じ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
結
成
し
、
課
題

に
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
今
後
、
交
流
人

口
の
増
加
、
地
域
活
性
化
、

移
住
・
定
住
に
つ
な
げ
る
対

策
と
し
て
町
長
を
本
部
長
、

副
町
長
、
教
育
長
を
副
本
部

長
、
各
課
長
を
組
織
の
委
員

と
し
て
即
決
断
で
き
る
活
性

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の

結
成
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

吉永　義和  議員

教育行政について
1園体制の移行を検討していきたい

定
住
促
進
対
策
に

つ
い
て

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の

結
成
を
検
討
し
て
い
る

園児数と一人当たりに換算した幼稚園費の推移
年度 25 26 27 28 29

栗野幼稚園（人） 16 15 15 12 5
吉松幼稚園（人） 17 19 19 16 13
　　　計  　（人） 33 34 34 28 18
幼稚園費　（千円） 51,342 44,726 44,983 40,921 34,691

園児一人当たりに換算し
た幼稚園費（千円） 1,555 1,315 1,323 1,461 1,927

※幼稚園費：２５～２７年度は実績，２８年度は実績見込み，２９年度は予算額
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長問

問

問

町
長

町
長
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長

教
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長
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町 政 を 問 う !
一 般 質 問

ここが知りたい !!
 　ここが聞きたい !!

高
齢
者
の
自

動
車
運
転
に
よ

る
事
故
が
社
会

問
題
と
な
っ
て
い
る
、
本

町
で
も
今
後
、
重
要
な
問

題
と
考
え
ら
れ
る
が
伺
う
。

原
因
は
動
体

視
力
の
衰
え
や

身
体
機
能
の

低
下
が
要
因
と
思
わ
れ
ま

す
。
交
通
安
全
意
識
を
高

め
自
主
返
納
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。返

納
後
は
日

常
生
活
に
支
障

を
き
た
す
為
、

無
理
で
も
運
転
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
事

故
も
考
え
る
が
ど
う
か
伺

う
。

自
主
返
納

カ
ー
ド
を
提
示

す
る
こ
と
で
、

ふ
る
さ
と
バ
ス
を
無
料
で

優
遇
し
て
お
り
ま
す
。

現
行
で
は
、

病
院
の
診
察
時

間
な
ど
に
不
便

で
あ
り
、
無
料
券
が
活
か

さ
れ
て
い
な
い
と
思
う
が

ど
う
か
伺
う
。時

間
の
変
更

も
検
討
課
題
と

考
え
ま
す
。

返
納
後
も
、

安
心
し
て
日
常

生
活
を
過
ご
せ

る
よ
う
な
対
処
方
法
を
考

え
て
い
る
か
伺
う
。

商
業
集
積
地

を
通
る
コ
ー
ス

で
利
便
性
を

図
っ
て
お
り
ま
す
。

山
間
地
域
の

返
納
者
は
、
タ

ク
シ
ー
で
病
院

や
駅
ま
で
通
い
、
高
額
な

負
担
と
な
っ
て
い
る
。
タ

ク
シ
ー
券
な
ど
の
優
遇
措

置
は
考
え
ら
れ
な
い
か
伺

う
。

他
市
で
は
、

市
の
バ
ス
に
使

え
る
カ
ー
ド
や

タ
ク
シ
ー
に
も
使
え
る
商

品
券
を
発
行
し
て
い
る
よ

う
で
す
。

本
町
も
独
自
の
施
策
を

検
討
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

合
併
後
年
間

約
２
１
０
人
程

度
の
人
口
減
少

が
続
き
、
町
の
存
続
が
危

惧
さ
れ
る
が
ど
う
か
伺
う
。

町
総
合
戦
略
に

基
づ
き
人
口
減
少

対
策
に
努
め
ま
す
。

町
内
企
業
で

も
、
若
者
の
残

留
が
少
な
く
技

術
者
や
後
継
者
不
足
で
廃

業
も
余
儀
な
く
さ
れ
る
が

ど
う
か
伺
う
。

都
会
へ
の
憧

れ
が
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
帰

郷
し
て
就
農
や
就
職
し
た

際
、
奨
学
金
返
還
優
遇
制

度
の
導
入
を
検
討
し
ま
す
。

町
内
に
も
、

医
療
福
祉
、
土

木
建
築
、
農
林

畜
産
業
な
ど
優
秀
な
事
業

所
が
あ
る
が
、
地
元
の
事

業
者
育
成
も
重
要
と
思
う

が
ど
う
か
伺
う
。

地
元
の
事
業
者

育
成
も
重
要
課
題

と
考
え
ま
す
。

学
生
と
地
元

の
事
業
者
を
優

遇
し
て
、
地
元

事
業
所
の
存
続
と
若
者
の

職
の
安
定
及
び
定
住
増
に

な
る
が
ど
う
か
伺
う
。

若
者
が
町
内

に
残
ら
な
い
原

因
を
究
明
し

て
、
各
事
業
に
対
応
し
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小川　忍  議員

高齢者が自動車運転免許証を返納した後の対策について
自主返納しやすい環境づくりが必要

定
住
促
進
対
策
に

つ
い
て

帰
郷
後
の
奨
学
金
返
還
優

遇
制
度
の
導
入
を
検
討

問問

問問問

問問

問問

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長
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一 般 質 問

組
織
再
編
や

職
員
の
適
正
規

模
等
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
の
議
会
で

質
問
を
し
て
き
た
が
、
こ

れ
か
ら
の
行
政
組
織
の
仕

組
み
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
伺
う
。

新
た
な
行
政

課
題
や
行
政
需

要
に
、
迅
速

か
つ
的
確
に
対
応
し
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か

ぬ
よ
う
に
効
率
的
か
つ
ス

リ
ム
な
組
織
を
年
次
的
に

再
編
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
長
の
任
期

中
に
組
織
再
編

を
す
る
の
か
決

意
を
伺
う
。

所
信
表
明
で

も
述
べ
て
い
ま

す
が
、
課
長
な

ど
の
退
職
に
合
わ
せ
て
年

次
的
に
行
い
た
い
と
思
い

ま
す
。
最
終
目
標
は
15
課

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
事
業
に

適
し
た
事
業
が

あ
る
の
か
。
ま

た
、
土
地
開
発
公
社
や
民

間
資
金
等
の
活
用
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

伺
う
。

各
省
庁
の
イ

ン
フ
ラ
事
業
の

た
め
の
制
度
を

活
用
し
な
が
ら
、
個
々
の

事
業
を
推
進
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
土
地
開
発
公

社
、
民
間
資
金
等
の
活
用

に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。土

地
開
発
公

社
を
利
用
し

て
、
で
き
る
こ

と
を
す
る
考
え
は
な
い
か

伺
う
。

補
助
事
業
等

は
部
内
で
探
し

て
お
り
ま
す
。

土
地
開
発
公
社
で
一
つ
の

エ
リ
ア
を
担
え
れ
ば
よ
い

と
は
考
え
て
お
り
ま
す

が
、
理
事
会
の
中
で
検
討

を
し
て
い
ま
す
。就

学
援
助
対

策
の
財
源
を
施

政
方
針
で
は
町

三
役
の
給
与
カ
ッ
ト
の
一

部
で
賄
い
た
い
と
の
こ
と

で
す
が
恒
久
的
な
財
源
は

別
に
考
え
ら
れ
な
い
の
か

伺
う
。

現
時
点
で
は

恒
久
的
な
財
源

が
な
い
状
況
で

す
。
だ
た
し
財
源
の
観
点

を
重
要
し
つ
つ
も
必
要
な

施
策
と
考
え
、
町
三
役
の

給
与
カ
ッ
ト
や
こ
れ
ま
で

の
施
策
全
般
を
検
証
し
な

が
ら
継
続
し
て
実
施
で
き

る
施
策
と
し
て
取
り
組
み

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

吉
松
中
学
校

整
備
計
画
に
つ

い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

検
討
委
員
会

を
平
成
28
年
度

に
２
回
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
今
後
慎
重

に
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

児
童
生
徒
の

学
力
向
上
の
た

め
の
施
策
と
し

て
ど
の
よ
う
な
も
の
を
考

え
て
い
る
か
伺
う
。

各
学
校
で
授

業
づ
く
り
の
研

修
の
実
施
。
教

員
資
質
向
上
へ
の
取
り
組

み
や
家
庭
と
連
携
し
た
取

り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

境田  公明  議員

行政改革について
職員数を維持し，組織再編を進める

吉
松
駅
周
辺
ま
ち
づ

く
り
事
業
に
つ
い
て

児
童
生
徒
の
教
育

環
境
に
つ
い
て

町
長

教
育
長

問問

問問

問

問問

町
長

町
長
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長

町
長

町
長
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一 般 質 問

空
き
家
バ
ン

ク
の
創
設
に
、

向
け
て
町
内
の

不
動
産
業
者
と
の
協
議
は

進
ん
で
い
る
の
か
伺
う
。

所
有
者
が
空

き
家
を
登
録

し
、
情
報
提
供

す
る
空
き
家
情
報
登
録
制

度
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
に

つ
い
て
は
、
今
後
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
員
を
活
用

し
、
空
き
家
情
報
を
収
集
・

整
備
し
た
う
え
で
、
町
が

行
う
も
の
と
、
町
内
の
不

動
産
業
者
が
行
う
も
の
を

整
理
し
協
議
し
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

一
刻
も
早
く

空
き
家
バ
ン
ク

を
創
設
し
、
定

住
促
進
対
策
を
進
め
て
ほ

し
い
と
思
う
が
、
考
え
を

伺
う
。

他
自
治
体
の

成
功
事
例
に
な

ら
っ
て
導
入
を

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

登
録
物
件
が

少
な
い
と
機
能

し
な
い
と
考

え
る
。
ま
た
、
地
域
住
民

の
協
力
も
必
要
だ
と
思
う

が
、
考
え
を
伺
う
。

ど
う
す
れ
ば

登
録
し
て
も
ら

え
る
か
前
々
か

ら
考
え
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、

不
動
産
業
者
、
行
政
、
地

域
住
民
の
協
力
に
よ
り
円

滑
に
進
ん
で
い
く
と
思
い

ま
す
。

子
育
て
支
援

の
一
環
と
し
て

学
校
給
食
費
の

無
料
化
を
検
討
す
る
つ
も

り
は
な
い
か
伺
う
。

学
校
給
食
費

は
、
学
校
給
食

法
第
11
条
第
２

項
に
お
い
て
「
保
護
者
の

負
担
と
す
る
」
と
規
定
さ

れ
て
お
り
、
こ
の
規
定
に

基
づ
き
、
食
材
に
係
る
経

費
と
し
て
年
間
四
千
万
円

程
度
が
保
護
者
の
負
担
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
学
校

給
食
費
の
無
料
化
に
つ
い

て
は
、
毎
年
こ
れ
だ
け
の

財
源
が
必
要
で
あ
り
、
本

町
に
お
い
て
は
大
き
な
負

担
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
次

世
代
育
成
支
援
計
画
の
中

で
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

町
長
の
決
断

し
だ
い
で
は
で

き
る
の
で
は
な

い
か
伺
う
。

他
の
自
治
体

で
は
過
疎
債
を

使
っ
た
り
借
金

に
あ
た
る
も
の
を
使
っ
て

お
り
、
今
の
と
こ
ろ
難
し

い
と
考
え
ま
す
。
一
部
補

助
な
ら
可
能
と
考
え
ま
す

の
で
、
前
向
き
に
検
討
し

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

亀澤  中  議員

空き家バンクについて
やるべきだと思っています

学
校
給
食
費
の

無
償
化
に
つ
い
て

次
世
代
育
成
支
援
計
画
の
中

で
前
向
き
に
検
討
し
ま
す

問問

問

問

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

問
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一 般 質 問

大
雨
時
に
町

河
川
上
掛
川
の

河
川
内
へ
の
倒

木
等
に
よ
り
非
常
に
荒
廃

し
た
状
況
に
あ
り
、
大
雨

な
ど
を
踏
ま
え
る
と
災
害

が
懸
念
さ
れ
る
が
伺
う
。

上
掛
川
は
河

川
法
に
基
づ
き

町
で
管
理
し

て
い
ま
す
が
、
河
川
法
が

適
用
さ
れ
な
い
普
通
河
川

で
あ
り
ま
す
。
現
地
調
査

等
行
い
県
営
に
よ
る
治
山

事
業
の
要
望
や
土
石
流
等

の
災
害
防
止
か
ら
砂
防
事

業
に
よ
る
整
備
要
望
も
行

い
ま
し
た
が
、
緊
急
性
等

優
先
度
が
低
い
為
に
事
業

採
択
ま
で
至
っ
て
い
ま
せ

ん
。
渓
流
沿
い
の
立
木
は

個
人
の
財
産
で
あ
り
ま
す

の
で
、
所
有
者
と
協
議
を

行
い
、
継
続
的
に
県
へ
の

事
業
要
望
を
行
い
ま
す
。

過
日
災
害
発

生
時
、
復
旧
に

か
な
り
の
費

用
と
時
間
を
要
し
た
。
川

幅
は
８
ｍ
に
広
が
り
、
山

林
の
立
木
が
倒
木
に
繋
が

り
、
川
を
堰
き
止
め
て
氾

濫
し
た
。
流
木
は
所
有
者

の
財
産
だ
が
、
自
分
達
で

流
木
を
持
ち
出
し
が
出
来

な
い
た
め
対
策
が
で
き
な

い
か
伺
う
。

現
場
を
確
認

し
、
周
辺
開
発

に
伴
い
水
量

が
増
し
た
事
は
理
解
し
ま

す
。
流
木
は
個
人
の
財
産

で
す
が
、
高
齢
者
で
す
か

ら
所
有
者
と
相
談
し
、
出

来
る
範
囲
で
地
域
の
方
と

検
討
さ
せ
て
頂
き
、
森
林

組
合
と
の
共
同
作
業
や
作

業
班
と
具
体
的
な
内
容
は

今
後
の
流
れ
で
検
討
し
ま

す
。

犯
人
逮
捕
に

繋
が
る
防
犯
カ

メ
ラ
の
情
報
が

大
き
く
影
響
す
る
。
吉
松

駅
、
栗
野
駅
や
保
育
園
、

幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学

校
に
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

す
る
考
え
が
な
い
か
伺
う
。

栗
野
駅
、
吉

松
駅
に
つ
き
ま

し
て
は
、
今
後

多
面
的
な
利
用
や
必
要
性

等
を
警
察
署
と
協
議
、
検

討
致
し
ま
す
。不

審
者
の
声

掛
け
事
案
が
数

件
発
生
し
、
対

策
と
し
て
地
域
住
民
の
協

力
も
得
な
が
ら
各
学
校
で

通
学
路
の
安
全
確
認
や
防

犯
訓
練
の
実
施
、
安
全
な

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
防
犯
カ
メ
ラ

を
設
置
す
る
事
で
犯
罪
抑

止
効
果
も
あ
る
等
、
有
効

な
手
段
で
あ
る
と
確
認
し

て
い
ま
す
。

個
人
情
報
問

題
も
あ
る
が
、

子
供
達
を
守
る

事
を
優
先
に
考
え
れ
ば
理

解
頂
け
る
。
子
供
達
は
私

た
ち
町
民
の
宝
で
す
。

防
犯
カ
メ
ラ

は
ベ
ス
ト
タ
イ

ミ
ン
グ
で
計
画

し
て
十
分
に
活
か
し
て
前

向
き
に
進
め
ま
す
。

現
在
姶
良
地

区
小
学
校
で
防

犯
カ
メ
ラ
を
設

置
し
て
い
る
学
校
は
あ
り

ま
す
。
小
中
学
校
に
用
意

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

成政  晃  議員

大雨時の災害対策について
所有者と協議前向きに推進

防
犯
対
策
に
つ
い
て

防
犯
カ
メ
ラ
設
置

前
向
き
に

教
育
長

問町
長問

問

問

町
長

町
長

町
長

教
育
長
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一 般 質 問

町
外
か
ら
転

入
し
た
場
合
の

助
成
や
定
住
す

る
た
め
の
助
成
、
ま
た
、

町
内
子
育
て
世
代
が
住
宅

建
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行

う
場
合
に
支
援
事
業
を
行

う
考
え
が
な
い
か
伺
う
。

定
住
助
成
の

た
め
の
支
援
に

つ
き
ま
し
て

は
、
該
当
要
件
や
適
用
期

間
な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま

す
。
県
内
自
治
体
で
移
住
・

定
住
に
対
す
る
支
援
を

行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
助

成
要
件
等
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
本
町
の
状
況
に
適

し
た
要
件
や
補
助
率
に
つ

い
て
の
組
み
合
わ
せ
等
を

十
分
、
精
査
し
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

人
口
減
少
を

食
い
止
め
る
た

め
に
、
何
ら
か

の
支
援
事
業
を
行
う
こ
と

を
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思

う
が
、
如
何
か
伺
う
。

定
住
促
進
事

業
は
行
っ
て
い

る
が
、
こ
の
ま

ま
で
は
イ
ン
パ
ク
ト
が
弱

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
新

た
な
事
業
を
で
き
る
だ
け

早
く
展
開
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。他

自
治
体

は
、
何
ら
か
の

補
助
を
行
っ
て

い
る
。
危
機
感
を
感
じ
て

い
る
の
で
本
町
も
取
り
組

む
べ
き
と
思
う
が
如
何
か

伺
う
。

他
自
治
体
の

競
争
も
あ
る

が
、
費
用
対
効

果
の
面
か
ら
定
住
促
進
、

人
口
増
に
結
び
つ
け
る
よ

う
に
し
っ
か
り
し
た
施
策

を
検
討
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

墓
地
は
、
基

本
的
に
管
理
組

合
が
水
道
や
環

境
整
備
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
が
、
高
齢
者
や
見

守
り
を
す
る
こ
と
が
少
な

く
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
山
間
に
あ
る
墓
は
、

台
風
で
の
倒
木
や
竹
が
墓

の
建
屋
に
倒
れ
こ
み
悲
惨

な
状
況
に
あ
る
。
そ
こ
で
、

町
有
地
で
あ
れ
ば
整
備
す

る
費
用
を
助
成
し
、
適
正

な
状
況
で
管
理
す
る
よ
う

で
き
な
い
か
伺
う
。

「
墓
地
、
埋
葬

等
に
関
す
る
法

律
」に
基
づ
き
、

経
営
許
可
を
受
け
て
い
る

墓
地
及
び
納
骨
堂
は
、

１
８
２
か
所
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
管
理
組
合
で
、
維

持
管
理
を
行
な
っ
て
お
り

ま
す
。
墓
地
等
の
管
理
は
、

基
本
的
に
管
理
組
合
が
行

う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
今
後
は
、
状
況
に
応

じ
て
管
理
組
合
と
協
議
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

仮屋  良二  議員

定住促進について
費用対効果の面からも検討

適
正
な
状
況
で

管
理
を

管
理
組
合
と
協
議
検
討

問問

問

問

町
長

町
長

町
長

町
長
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町
総
合
戦
略

に
基
づ
き
取
り

組
み
が
さ
れ
て

い
る
が
、
少
子
高
齢
化
の

進
行
、
人
口
減
少
は
止
ま

ら
な
い
、
こ
の
よ
う
な
現

状
を
踏
ま
え
て
、
喫
緊
の

課
題
と
し
て
、
何
を
優
先

す
べ
き
か
伺
う
。

本
町
が
目
指

す
べ
き
将
来
の

方
向
性
を
示
す

「
湧
水
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
総
合
戦
略
」
を
策

定
し
、
４
つ
の
基
本
目
標

に
基
づ
い
て
事
業
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
人
口
減
少
の
歯
止
め

を
か
け
る
た
め
に
、
重
点

項
目
を
組
み
合
わ
せ
た
、

特
に
若
い
世
代
の
定
住
対

策
事
業
の
展
開
が
必
要
か

と
考
え
ま
す
。ま

ず
総
合
戦

略
に
基
づ
く
施

策
の
検
証
を
進

め
る
べ
き
と
考
え
る
が
伺

う
。

検
証
に
つ
い

て
は
、
湧
水
町

ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
戦
略
審
査
会

に
お
い
て
、
個
別
の
評
価

を
行
い
、
見
直
し
を
進
め

ま
す
。

次
に
、
企
業

誘
致
を
優
先
す

べ
き
と
考
え

る
。
積
極
的
な
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
な
ど
を
、
あ
ら
ゆ
る

と
こ
ろ
で
声
を
大
に
し
て

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
が
、

企
業
誘
致
を
ど
の
よ
う
に

進
め
る
か
伺
う
。以

前
は
工

業
、
製
造
等
と

考
え
て
い
た

が
、
今
後
は
、
農
業
分
野
、

学
校
等
、
国
・
県
や
関
東
・

関
西
等
に
出
向
き
、
全
般

的
に
幅
広
い
企
業
誘
致
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

町
行
政
改
革

推
進
会
議
に
お

い
て
検
討
・
協

議
が
さ
れ
て
き
た
が
、
組

織
再
編
が
進
ま
な
か
っ
た

こ
と
は
、
大
き
な
一
つ
の

課
題
で
あ
る
と
考
え
る
。

そ
こ
で
、
町
長
の
考
え
と
、

職
員
の
定
員
管
理
や
計
画

的
な
人
事
異
動
に
つ
い

て
、
併
せ
て
伺
う
。

新
た
な
行
政

課
題
や
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
低

下
を
招
か
ぬ
よ
う
、
効
率
的

に
再
編
す
る
こ
と
は
、
私
の

任
期
中
に
成
し
遂
げ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
重
要
事
項
で
あ

り
ま
す
。
議
会
及
び
行
政
改

革
推
進
委
員
会
の
意
見
を
頂

き
、
組
織
再
編
は
進
め
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
職

員
の
定
員
管
理
に
つ
い
て
、

新
た
な
行
政
ニ
ー
ズ
が
求
め

ら
れ
て
、
現
行
の
職
員
数
を

維
持
し
、
人
事
異
動
は
、
一

人
ひ
と
り
職
務
の
専
門
性
も

考
慮
し
な
が
ら
行
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

専
門
的
な
分

野
に
お
い
て
、

技
術
職
員
が
不

足
し
て
い
る
と
考
え
る
。

専
門
の
資
格
等
を
持
っ
た

職
員
を
採
用
す
べ
き
と
考

え
る
が
伺
う
。専

門
性
を

持
っ
た
職
員
の

配
置
が
今
後
、

非
常
に
重
要
な
案
件
に
な

る
と
考
え
ま
す
。
職
員
の

採
用
に
つ
い
て
は
定
員
管

理
等
も
含
め
て
、
十
分
検

討
し
な
が
ら
、
専
門
的
な

職
員
を
配
置
で
き
る
よ
う

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

宗  照夫  議員

地方創生について
若い世代の定住対策事業が必要

行
政
改
革
に
つ
い
て

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を

招
か
な
い
組
織
再
編
を

メガソーラーパネル設置
状況

問町
長問

問

問

問

町
長

町
長

町
長

町
長
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一 般 質 問

十
一
年
後
の
わ

が
町
の
人
口
が

七
千
三
百
五
十

人
程
度
ま
で
減
少
す
る
と

予
測
さ
れ
て
い
る
人
口
減
少

問
題
に
対
す
る
基
本
的
な

認
識
を
伺
う
。人

口
減
少
は

高
校
・
大
学
を

卒
業
し
た
学
生

が
県
外
に
就
職
し
地
域
に

残
ら
な
い
こ
と
ま
た
自
宅

か
ら
通
勤
可
能
な
地
域
に

事
業
所
が
少
な
い
た
め
子

育
て
世
代
の
転
入
・
留
町

が
少
な
い
こ
と
等
が
原
因

と
考
え
ま
す
。
わ
が
町
の

人
口
減
少
の
状
況
は
真
摯

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
喫
緊
の
課
題
と
認

識
し
て
お
り
、
地
域
の
活

性
化
、
社
会
福
祉
の
充
実

等
の
事
業
を
推
進
し
て
行

き
ま
す
。

人
口
減
少
に

対
す
る
多
く
の

施
策
を
効
率
的

か
つ
総
合
的
に
推
進
す
る

た
め
町
長
を
的
確
に
補
佐

す
る
体
制
を
新
た
に
整
備

す
る
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

町
長
を
本
部

長
、
副
町
長
と

教
育
長
を
副
本

部
長
、
各
課
長
を
委
員
と

す
る
湧
水
町
活
性
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
設
置

を
準
備
し
て
お
り
、
必
要

に
応
じ
部
外
の
有
識
者
の

参
加
を
得
る
計
画
で
あ
り

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
迅
速

な
意
思
決
定
を
実
現
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

人
口
の
流
入

と
定
住
促
進
の

た
め
、
若
い
世

代
、
特
に
若
い
女
性
に
「
湧

水
町
に
住
み
た
い
」
と
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
、
近

隣
の
自
治
体
に
な
い
魅
力

的
な
レ
ベ
ル
の
高
い
住
宅

支
援
策
や
子
育
て
支
援
策

を
次
世
代
育
成
支
援
策
に

盛
り
込
む
考
え
は
な
い
か

伺
う
。

住
宅
支
援
策

に
つ
い
て
は
定

住
促
進
に
繋

が
る
よ
う
な
住
宅
取
得
費

の
援
助
等
を
考
え
て
い
ま

す
。
教
育
面
に
つ
い
て
は

充
実
さ
せ
た
就
学
援
助
策

を
次
世
代
育
成
支
援
計
画

に
盛
り
込
む
よ
う
検
討
し

ま
す
。
児
童
生
徒
の
医
療

費
は
中
学
生
ま
で
の
無
料

化
を
計
画
し
て
い
る
が
高

校
生
ま
で
無
料
化
で
き
な

い
か
検
討
し
ま
す
。

医
療
・
教
育

費
の
無
料
化
等

の
子
育
て
支
援

の
財
源
と
し
て
栗
野
岳
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
町
有
地
貸

付
料
約
五
千
五
百
万
万
円

を
子
育
て
支
援
基
金
と
し

て
こ
れ
に
充
て
る
考
え
は

な
い
か
伺
う
。こ

の
町
有

地
貸
付
料
約

五
千
五
百
万
円

は
貴
重
な
財
源
で
あ
り
、

子
育
て
支
援
を
含
む
町
の

活
性
化
事
業
等
に
充
当
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
今
年

度
は
財
政
調
整
基
金
に
繰

り
入
れ
て
い
る
が
専
ら
子

育
て
支
援
策
に
充
当
す
る

基
金
の
新
設
に
つ
い
て
も

検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

中村  和博  議員

人口減少対策について
地域の活性化，社会福祉の充実，就業・雇用の場の創出に向け
てプロジェクトチームを結成し，事業を推進してまいりたい

問

問

問

問

町
長

町
長

町
長

町
長
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子
育
て
支
援

な
ど
三
役
の
給

与
カ
ッ
ト
分
も

含
め
て
ど
の
よ
う
に
進
め

る
の
か
。
又
、
町
長
部
局

と
教
育
委
員
会
が
連
携
し

て
子
育
て
支
援
を
講
ず
る

の
か
伺
う
。

乳
幼
児
の
医

療
費
・
保
育
料

助
成
な
ど
の
支

援
を
行
い
ま
す
。
親
が
安

心
し
て
働
け
る
よ
う
教
育

委
員
会
と
連
携
し
学
童
ク

ラ
ブ
等
の
事
業
を
継
続
し

ま
す
。

家
庭
教
育
力

の
向
上
の
た
め

家
庭
教
育
学
級

を
開
設
し
子
育
て
や
家
庭

教
育
を
学
ぶ
場
と
し
て
い

ま
す
。
家
庭
教
育
支
援
員

の
人
材
活
用
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
ま
す
。

子
育
て
支
援

は
経
済
的
な
も

の
だ
け
で
な
く

子
育
て
に
不
安
や
悩
み
が

あ
る
親
に
対
す
る
心
の
ケ

ア
も
大
事
と
思
う
が
、
対

策
が
あ
る
か
伺
う
。

子
育
て
に
悩

ん
で
悲
惨
な
事

故
に
結
び
つ
く

事
も
あ
り
ま
す
。
ソ
フ
ト

支
援
に
よ
り
親
の
不
安
や

悩
み
を
解
決
す
る
こ
と
も

再
度
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

家
庭
教
育
支

援
員
の
養
成
を

町
民
に
呼
び
掛

け
て
、
子
育
て
支
援
を
進
め

る
計
画
等
が
あ
る
か
伺
う
。

経
済
的
な
も

の
は
町
長
部
局

と
協
議
し
な
が

ら
、
教
育
委
員
会
は
ソ
フ

ト
的
な
支
援
を
行
い
、
地

域
ぐ
る
み
で
子
育
て
を
行

う
こ
と
を
基
本
に
し
、
研

修
会
等
へ
の
呼
び
か
け
を

広
く
し
て
い
き
ま
す
。

吉
松
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
設

置
に
は
困
難
が
あ
る
が
、

要
望
活
動
を
実
施
し
設
置

し
た
い
理
由
を
伺
う
。

栗
野
と
え
び

の
間
は
距
離
が

あ
り
、
災
害
時

の
対
応
や
通
勤
な
ど
の
利

便
性
向
上
、
国
の
施
設
も

近
く
に
あ
り
、
公
共
性
も

高
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

設
置
を
希
望

さ
れ
る
方
々
も

い
る
が
、
財
源

な
ど
を
考
え
希
望
し
な
い

方
々
も
い
る
。
そ
の
声
も

無
視
で
き
な
い
の
で
は
。

ま
た
、
設
置
に
は
取
付
け

道
路
の
整
備
を
町
の
財
源

で
行
う
必
要
が
あ
り
、
数

億
円
か
か
る
と
思
う
。
無

駄
な
使
い
方
に
な
る
と
思

う
が
考
え
を
伺
う
。

反
対
の
意
見

も
改
め
て
感
じ

て
い
る
。
国
の

機
関
の
補
助
金
が
あ
り
、

町
の
財
源
を
抑
え
て
設
置

が
で
き
れ
ば
、
地
域
の
活

性
化
に
結
び
つ
く
の
で
は

と
考
え
た
次
第
で
あ
り
ま

す
。
い
ろ
い
ろ
な
制
度
上

の
問
題
が
ク
リ
ア
で
き
れ

ば
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

植林  伸洋  議員

子育て支援対策について
子育て世帯に切れ目ない支援を行う

吉
松
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
に
つ
い
て

財
源
を
極
力
抑
え
た
中
で

要
望
活
動
を
実
施
す
る

教
育
長 問町

長問

問

問問

町
長

町
長

町
長

教
育
長
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教職員定数改善と義務教育費国庫負
担制度２分の１復元，複式学級解消
をはかるための，2018年度政府予
算に係る意見書採択の要請について
陳情者：湧水町稲葉崎　山口武文　氏

　学校現場における課題が複雑化・困難化する中で，子供たちのゆたかな学びを実現するために
は，教材研究や授業準備の時間を十分に確保することが不可欠である。そのためには，教職員の
長時間労働是正が必要であり，そのための定数改善も欠かせない。また離島・山間部の多い鹿児
島県において，子どもの教育の機会均等と学びの保障の観点から，複式学級の解消は，極めて重
要な課題である。さらに，三位一体改革により，義務教育費国庫負担制度の国負担割合は，２分
の１から３分の１に引き下げられたが，国の施策として定数改善に向けた財源保障をし，子ども
たちが全国どこに住んでいても，一定の水準の教育を受けられることが憲法の要請である。こう
したことから，政府の予算編成において，下記，３項目にわたる事項の実現に関する意見書を，
国の関係機関に提出して頂きたいとするもの。

記
１．子供たちの教育環境改善，教職員の長時間労働改善のために計画的な教職員定数改善を推進

すること。 
２．教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため，義務教育費国庫負担制度の負担割合を２分

の１に復元すること。
３．離島・山間部の多い鹿児島県において，教育の機会均等を保障するため，国の学級編成基準

を改めて学校統廃合によらない複式学級の解消に向けて適切な措置を講ずること。

　子どもの学ぶ意欲・主体的なとりくみを引き出す教育の役割は重要であり，その
ための条件整備は不可欠であるとする陳情の趣旨は理解できる。
※採択により，関係各大臣宛てに意見書を提出しました。

採択

どうなった! 私の陳情書

議  会  の  動  き
月 期日 曜日 議会の動き

2 火 ・議会運営委員会　

9 火 ・議員全員協議会　
・第３回議会臨時会　

10 水 ・県議長会臨時総会　
・議員研修会　

12 金 ・正副議長あいさつ回り

14 日 ・えびの駐屯地創立 36 周年記念行事
・関西湧水会

21 日 ・吉小運動会

23 火 ・議会運営委員会

24 水 ・九州治水期成同盟連合会定期総会
　※２５日まで

26 金 ・議員全員協議会
・第４回議会臨時会　

28 日 ・関東湧水会　※２９日まで

30 火 ・町防災会議　

31 水 ・正副議長研修会　※６月１日まで
・市町村議会議員政策形成支援セミナー

５　
　
　
　
月

月 期日 曜日 議会の動き

1 木 ・ソフトバンク鹿児島湧水ソーラーパーク
　運転開始セレモニー

5 月 ・議会運営委員会

6 火 ・議員全員協議会

7 水 ・第２回定例会　本会議

9 金 ・議会運営委員会

12 月 ・議員全員協議会
・各常任委員会

13 火 ・各常任委員会　

18 日 ・中部湧水会　

26 月 ・本会議（一般質問）

27 火 ・本会議（一般質問）

28 水 ・議会運営委員会

29 木 ・議員全員協議会

30 金 ・第２回定例会　最終本会議

６　
　
　
　
月
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傍聴にお越しください。

次の定例会は９月上旬です。

まちにまった夏休みで
す。

幸田小学校では，毎年，8 月上旬の週末を利用し，「夏
休み短期山村留学」を 2 日間開校します。ほたる飛び交う
清流，幸田川での魚とのふれあいや，棚田百選である幸田
の田んぼでの泥んこ遊びなど，都市と田舎の子供たちの元

気いっぱい歓喜
あふれる声が，
夕焼け空の里山
に響き渡ります。この取り組みは，到来する高齢化社会を
見据えて，幸田地区の消滅と幸田小学校の廃校を危惧し，
学校存続のため複式学級の解消をはかり，また山河での自
然体験をとおして，地区内に移住させる目的で，平成 7 年
度に地区と幸田小学校 PTA で立ち上げた活動であり，今日
まで継承されています。　　　　　　　　　　　（小川　忍）

上場は湧水町の南部にある地区です。主
に豊な大地と清流を生かした畜産・稲作・
甘藷作りが盛んです。

そんな上場地区の取り組みが鹿児島県のホームページに紹介されたのをきっかけ
に，人口減少，地域活動，学校存続など様々な取り組み先進地に選ばれて，日置市の和田地区より先
進地視察研修に来て下さいました。

和田地区も高齢化，人口減少，小学校の児童数の減少，小学校存続問題等の諸問題を解決するため
には，どのような対策が必要なのかと悩んでおります。また，平成 30 年度までに小学校存続の有無

を出さなければならず，今後，地区全体で，どのような対策を取
れば良いのか協議しているとのことで，上場地区の共生協働の取
り組みと地区一体となって取り組んでいる活動を研修される事に
なりました。

研修では，上場地区の活動内容，小学校と地区の連携，児童数
を絶やさないための活動等，一通りの活動内容を研修され，その
後，両地区での現状につき，意見交換がなされました。  （成政　晃）

そんな上場地区の取り組みが鹿児島県のホームページに紹介されたのをきっかけ

地域だよ
り 上場地区

幸田地区


